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セッション1 HOPEプロジェクトと展望 (座長 :ウイリアム ･マグルー)
松沢哲郎 (京大霊長類研究所) HOPEプロジェクートのめざすもの
フランツ･ドゥバール (エモリー大学) ｢リビング･リンクス紹介｣:人間と動物の二分法を超えて







ニック･マルケイ (マックスブランク進化人類学研究所) 類人猿におけるトラップ･チューブ ･テス
トジュリアン･ブリュ-ア- (マックスブランク進化人類学研究所) チンパンジーとイヌは他者の視
点に立つことができる














エリザベッタ･ビザルベルギ (イタリア認知科学認知工学研究所) 野生キャブナンの道具使用 :ジレ
ンマの解決のしかた
竹ノ下祐二 (京大理学研究科) ガボン･ムカラバ ドゥドゥ国立公園の類人猿の生態調査,人づけ,煤
護の現状






第1回HOPE国際レクチャー ｢ハ ト,サル,類人猿の認知｣と遷した国際集会を,名古屋のホテル ･
キャッスルプラザでおこなった.集会の冒頭に,日本心理学会会長 ･辻敬一郎 (【71京大)とEl本動物心





























論じたものである.会議終了後,ドイツ国内の3カ所の研究施設 (グライフヴァルド･エルンス トー モ
ーリッツーア-ント大学,ミュンヘン･州立動物学コレクション,ベルリン･自然史博物館)を訪問し,
チンパンジーの顔面形態の成長変化に関する基礎データの収集,ならびに霊長類骨格標本の収蔵状況の
調査をおこなった.
(文責:松沢哲郎)
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